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委員からの質問事項及び法人からの回答 

 

問 広い敷地であるが、少し市街地から遠いので、軽食店とか喫茶店とか周囲に何店かある

と学生たちも交流ができて、入学者の増加につながるのではないか。 

  

答 大学周辺にそのような施設があれば便利かもしれないが、実現は難しいものと思う。 

  なお、志願者増加の取組みとしては、以前から、高校訪問や進学説明会への積極的な参

加、年２回のオープンキャンパスの開催、Ｗｅｂ-ＤＭの送付等を行っている。また、

今年度から一般選抜でインターネット出願を導入する。 

 

 

問 中庭とか駐車場に植えられている草木に、わかりやすい形で名前を付けてはどうか。あ

おもり独特の木もありそうだし、親しみと会話が弾むと思う。 

  

答 教育研究棟の３階（※屋内）に植えてある樹木には、樹木の名前を書いた札（シラカシ

/ブナ科/原産地：日本、中国）を付けている。（写真のとおり） 

なお、本学は豪雪地域にあるため、冬季間を考えると、屋外の樹木に札を付けることは

難しいものと考えている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

  大学の敷地内の木はおよそ 30種類 

・イチイ（18％） ・カイズカイブキ（14％） ・トドマツ（10％） 

・ダグラスファー[米松]（8％） ・ブナ（8％）等 
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問 授業評価のアンケートを実施しているようですが、どのような方法と内容のアンケート 

であるか。また、回収の方法と回収率を知りたい。 

 

答 ・実施方法…インターネット（ＱＲコード）や紙使用 

  ・回収方法（紙）…通常、授業時間にアンケート実施時間を設け、事務職員がその場で

回収する。時間内に間に合わなかった学生は、事務局横に設置して

いるレポート等の提出ＢＯＸに提出可能。 

  ・アンケート内容…別紙のとおり 

  ・回収率…【春学期】調査対象：9,335人 

回答者 ：6,549人 

回答率 ：70.2％ 

【秋学期】調査対象：7,798人 

回答者 ：5,622人 

回答率 ：72.1％ 

 

 

問 国際交流ハウスも、だいぶ老朽化しているが、改装する予定はあるのか。 

 

答 公立大学法人青森公立大学インフラ長寿命化計画（2021年３月策定）においては、国際

交流ハウスの長寿命化対策として、屋根の雪対策の検討、エレベーター（１基）の将来

的な更新、外壁、空調設備、給排水設備及び照明設備については随時修繕を行うとして

いるところであるが、現時点で改装（外装、内装の更新）する具体的な年次計画はない。 

 

 

問 国際交流ハウスの交流ゾーンと宿泊ゾーンの利用状況はどうなっているのか。 

  

答 利用状況 

区分 年度 件数 金額（円） 

交流ゾーン 

（ミーティングルーム・茶室） 

２０１９ １１１ ８８３，１８８ 

２０２０ ５２ １８８，１４０ 

２０２１ ４３ ２２２，３３０ 

２０２２ ６８ ３００，８３４ 

宿泊ゾーン 

（約４０名の宿泊が可） 

２０１９ ６７ ２，０８８，８６０ 

２０２０ ３４ ３９７，９３０ 

２０２１ ２１ ８９０，０４５ 

２０２２ ５６ １，７９２，７７０ 

 

 

 






